
 

 

 

 

 

 

 

 

毎日寒いですが、いかがお過ごしですか？ 
今年も、図書館ではたくさんのイベントを予定しています。ゆっくり展示を見たり講座に参加したりした後

は、気になっていた本を借りて帰って、あたたかいお茶を飲みながらのんびり読書  。なにかと忙しい日々

の中、たまにはそんなひとときを過ごしてみるのもいかがでしょう？ぜひ図書館をご利用下さい！ 

 

＜展示＞ 

 
「白虎隊英雄鑑」夏良／画 〔明治初期〕(33×70cm) 

 

＜ロビー展示＞             ＜時事コーナー展示＞ 

 

 

 

 

＜今後の講座予定＞ 1 月～3月の講座についてご案内します。詳細は、当館 HP やチラシをご覧ください。 

 

１月２２日（金） 本や情報の探し方講座 （１４：００～１４：４０ 場所：公開図書室） 

     ２月 ６日（土） 郷土の調べ方講座   （１４：００～１４：４０ 場所：第１研修室） 

     ３月１１日（木） ガラス絵体験講習会  （１０：３０～１２：００ 場所：第２研修室） 

※ロビー展示「赤間利晴 輝くガラス絵展」関連講座 

  

福島県立図書館所蔵 

ふくしまの貴重資料探照 
１月８日（金）～３月３１日（水） 

 

 

福島県関係の資料の中から、和歌集、古地図、錦絵、写真帖等をご紹介

いたします。普段は目にする機会の少ない貴重な資料を、この機会にぜひ

ご覧下さい。 
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幕末を駆け抜けた英雄たち 

幕末維新に焦点をあてた資料や小説 

を展示しています。 

今年は幕末が熱い！？ 

 

平成２１年１２月４日（金）～ 

平成２２年２月３日（水） 

 １月８日（金）～２月３日（水） 

生誕１００年記念企画 

古関裕而スケッチ集“風景の調べ”写し展 

パート２ 

 ２月５日（金）～２月１４日（日） 

仏像 ～斎藤善一展～ ［日本画］ 

 ３月５日（金）～３月３１日（水） 

赤間利晴 輝くガラス絵展 



                                                      

新新新着着着案案案内内内   各分野の担当者が選んだ、お勧めの新着資料をご紹介します。   

人人文文・・自自然然                
  『「才能」の伸ばし方 五輪選手の育成術に学ぶ』 

折山 淑美/著 集英社  2009.10   

780.7/ｵﾄ 09X 

記憶に残る名勝負をくりひろげてきたトップ

アスリートのそばには、出会うべくして出会った

といえる名コーチがいます。選手の勝利や成長は、

選手とともに歩んできたコーチたちのながい戦

いの成果でもあるのです。 

「人を育てる」とは大変なことなのだと改めて

感じさせられるとともに、「人を育てる」ヒント

についても知ることができる一冊です。 

 

『食料の世界地図 第 2 版』 

大賀 圭治/監訳 丸善 2009.8  611.3/ﾐｴ 098 

 現代の食料をとりまく諸問題や状況について、 

世界地図とグラフを多用してわかりやすく表示 

したデータブック。格差による不均等な食料の分

配、地球温暖化の影響や遺伝子組換え作物、貿易

紛争や食習慣の変化による健康への影響など、自

然、技術、政治、経済、社会の要素が常に関係し

て変化していく食の問題。今日の、そしてこれか

らの食について考えるきっかけとなる一冊です。 

  
社社会会                      

  『恐くない！難しくない！女性のための裁判員

ファーストレッスン』 長谷川 露美子/著  

幻冬舎ルネッサンス 2009.7 327.67/ﾊﾛ 097 

   裁判員制度の目的、裁判員の選ばれ方や仕事内

容についてイラストを交えて、わかりやすく説明

されています。また、裁判員に選ばれた主人公の

疑似体験を通して、裁判の流れを具体的に解説し

ています。カラーイラストを用い、読みやすいの

で、女性に限らず、裁判員に選ばれてしまったら

どうしたらいいのかと思っている人の疑問に答

えてくれる本です。 

 

『証言録 海軍反省会』 

戸高 一成/編  ＰＨＰ研究所  2009.8 

397.21/ﾄｶ 098 

 昭和５５年３月２８日から始まり、以後１２年

間に渡り開催された「海軍反省会」。 

当事者たちから語られる日本海軍の姿、そして

「なぜあのようなことになったのか」という戦争

に対する疑問など、様々な角度からの証言を当時

の記録テープを基に再現。戦争の記録を後世に残

そうとする参加者の執念が感じられる一冊です。 

 

 

 

雑雑誌誌・・新新聞聞                
 日本の新たな舵取り役、「鳩山政権」について書か

れた最新の雑誌記事をご紹介します。 

 

『週刊文春』2009.11.19 発行 文芸春秋 Z051/S21 

―鳩山政権の「大ピンチ」 

『中央公論』2009.11 発行 中央公論新社 Z051/C1 

―新聞の論点--社説を読み比べる 鳩山新政権の希望

と課題 

『Voice』2009.11 発行 PHP 研究所 Z051/V1 

―特集 景気回復できるか鳩山政権 

『文芸春秋』2009.11 発行 文芸春秋 Z051/B2 

―総力特集 鳩山新政権 

『Newsweek』2009.11.18 発行 TBS ブリタニカ 

Z051/N11 

―「友愛」哲学は世界に通用する--日本政治 鳩山の

理念は「普通の国」や「美しい国」のはるか上を行く 

『新潮４５』2009.12 発行 新潮社 Z051/S31 

―対米失政で「死に至る鳩山政権」 

『正論』2009.12 発行 サンケイ新聞社 Z051/S30 

―特集 鳩山総理よ その「友愛」が日本を衰亡させる 

『文芸春秋』2009.11 発行 文芸春秋 Z051/B2 

―特集 新聞が書かない鳩山政権の深層 

  
地地域域                      
『阿武隈急行２０周年記念誌』 阿武隈急行線 
全線開業２０周年記念事業実行委員会／編集・発行 
L686.2/A4/1 

最近、公共交通機関が活気であふれています。 

近隣観光スポットの紹介のみならず、人気の自転 
車を鉄道に持ち込んでのツアー企画、可愛らしい動 
物の駅長さん任命など。地域住民の日常の「足」から、

地域住民、観光客ともに足を運び、利用したくなる 
「魅力的な交通機関」をめざしての生き残り策です。 
 東北本線福島駅と槻木駅を結ぶ阿武隈急行線は 
昭和６３年に全線電化開業してから２００８年で２０年 
を迎えました。この資料はその記念誌で、阿武隈急 
行の歴史のみならず、各駅舎と案内板を写真で掲載 
したり、駅の愛称を掲載したりと興味深い資料です。 
『森合郷土史』 『森合郷土史』編集委員会／編 

集 森合歴史資料保存会 L211/M9/1s 

福島県立図書館が現在の信夫山のふもと「森合」 
に移転してから、２５年が経過しました。この地域は古 
くより福島市の中心市街地に隣接する地域として、学 
校、刑務所、工場等が置かれてきました。 

この資料は福島市森合とその周辺の郷土史をま 
とめた資料で、図版や写真を多用し、文字も読みや 
すくルビを振るなど子どもたちにも親しみやすく編集 
されています。今後、福島市の歴史を紐解く方には 
強力な友となる一冊です。 


	図書館だより174表.pdf
	新着案内1月　確定版

